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ががんん温温熱熱療療法法にに向向けけたた
磁磁気気発発熱熱微微粒粒子子のの開開発発

本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

技技術術のの概概要要

医療分野
＊がん温熱治療
＊磁気応答性薬物キャリア

磁気ハイパーサーミアは交流磁場で発熱する磁性体を利用したガン温熱療法である。
発熱温度を簡単に制御できる温度自己制御型ハイパーサーミアにむけて、磁気発熱微粒
子を開発した。

＊キュリー温度を容易に変えられる微粒子合成法
＊交流磁場中での発熱温度が一定に保持される磁性発熱微粒子

がん治療に有効な温度（43-45℃）に制御

するために、磁気転移温度（キュリー温

度:Tc）を利用した温度自己制御型発熱体

が注目されている。噴霧熱分解法により

LaSrMn系酸化物磁性微粒子を合成し、

キュリー温度を合成条件により制御するこ

とに成功した。交流磁場中での発熱温度

を最適温度に保持できることに成功した。
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